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２０２０年度 第１回自治医科大学附属病院医療安全管理監査委員会報告 
 
１ 日時 

2020 年 11 月 4 日（水）13:00～14:00 於 自治医科大学 20 周年記念棟 12 階会議室 
 

２ 監査委員 

委 員 長  菱沼 正一（地方独立行政法人栃木県立がんセンター 理事長） 

副委員長  大槻 マミ太郎（自治医科大学 副学長） 

委  員  内山 聖（公益財団法人新潟県保健衛生センター 副会長 

長岡崇徳大学 常任理事） 

      山口 育子（認定ＮＰＯ法人ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ 理事長） 

遠山 信幸（自治医科大学附属さいたま医療センター 副センター長） 

【敬称略】 

３ 自治医科大学附属病院出席者 

   管 理 者            佐田 尚宏（病院長） 

   医療安全管理責任者       山形 崇倫（副病院長） 

   医療安全管理部門責任者     新保 昌久（病院長補佐、医療の質向上・安全推進ｾﾝﾀｰ長） 

   診療録管理責任者        興梠 貴英（病院長補佐、医療情報部長） 

医薬品安全管理責任者      今井 靖 （医薬品・医療機器安全管部門長） 

   医療機器安全管理責任者     川人 宏次（医薬品・医療機器安全管副部門長） 

    医療放射線安全管理責任者    森  墾 （医療放射線安全推進ｾﾝﾀｰ長） 

   感染制御部部長         森澤 雄司（病院長補佐・感染制御部長） 

   病院事務部長          篠宮 正巳 

 

４ 監査議事内容 

１ 自治医科大学附属病院医療安全管理について 

①  2020年度医療安全管理体制及び管理者の研修状況について 

②  2019年度活動報告及び 2020年度目標と中間報告 

③  インシデント報告件数及び報告内容 

 

２ 2019 年度高難度新規医療技術の導入及び未承認新規医薬品等を用いた医療提供について 

①  高難度新規医療技術の申請及び審査状況 

②  特定診療の申請及び審査状況 

③  未承認新規医薬品の申請及び審査状況 

④  適応外医薬品使用の申請及び審査状況 

⑤  未承認新規医療機器の申請及び審査状況 

 

３ 医療放射線安全管理体制について 

 
４ 自治医科大学附属病院における新型コロナウイルス感染症対策について 
 

５ その他 

【講 評】 
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１ 自治医科大学附属病院医療安全管理活動について 

①2020年度医療安全管理体制及び管理者の研修状況について 

資料に基づき、管理者より今年度における医療安全管理体制と研修状況の報告があった。 

②2019年度活動報告及び 2020年度目標と中間報告 

  資料に基づき、医療安全管理部門責任者から 2019 年度活動報告及び 2020 年度目標と中間報告

について説明があった。委員より以下の意見があった。 
・ICの実施記録体制の整備について 

   コロナ禍における導入状況については、記載方法（記録）を集約したことおよび、実現可能な

同席体制（7つの同席基準）としたことによりスムーズな導入ができたことを確認した。 

③インシデント報告件数及び報告内容 

資料に基づき、医療安全管理部門責任者からインシデント報告件数及び改善事例について報告

があった。委員より以下の意見があった。 

・研修医のインシデント報告件数について 

研修医から適切に報告が行われるように、院内での取組み、活動について報告があり、活動に

ついては継続して行っていただきたい。 

 

２ 2020 年度高難度新規医療技術の導入及び未承認新規医薬品等を用いた医療提供について 

①高難度新規医療技術の申請及び審査状況について 

②特定診療の申請及び審査状況について 

③未承認新規医薬品の申請及び審査状況について 

④適応外医薬品使用の申請及び審査状況について 

⑤未承認新規医療機器の申請及び審査状況について 

 資料に基づき、各担当部門責任者から今年度の申請状況について説明があり、適正に行われてい

ることの確認が行われた。 

 

３ 医療放射線安全管理体制について 

  資料に基づき、医療放射線安全管理責任者から医療放射線安全管理体制の状況について説明があ

り、適正に行われていることの確認が行われた。 

 
４ 自治医科大学附属病院における新型コロナウイルス感染症対策について 
  感染制御部長から県内および院内における取組状況について報告があり、感染防止対策に力を入

れ取組まれていることの確認が行われた。 
 

５ その他 

   

【講 評】 

〇医療安全管理について適切に対応されていることが確認できた。 

〇大きな組織になると横と縦の連携が難しくなると思うがその中で、非常に毎回意思の統一がされて

いて、各部門において責任と義務を果たされて、横の連携も取られていることが確認できた。 

〇以前より医師特に研修医のインシデント報告に力を入れてくださいとお伝えしてきましたが、それ

が具体的な取り組みを実践して効果が出てきているということが分かり、ぜひ今後も、継続してい

ただきたい。 

〇今回は、現場訪問が出来ませんでしたが、次回以降、感染状況が落ち着いたら、現場の達成状況等

について、確認させていただきたい。 


